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　は問い合わせ先です�

在
宅
介
護
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
教
室
で
す
。

●
開
催
日
時

１
月
29
日
、２
月
５
日
、

２
月
12
日
、
２
月
19
日
（
い
ず
れ
も
木

曜
日
・
全
４
回
）
10
時
〜
15
時

●
講
師

日
本
赤
十
字
社
家
庭
看
護
法

指
導
員

●
会
場

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

在
宅
介
護
を
し
て
い
る

方
、
関
心
の
あ
る
方
（
で
き
る
だ
け
全

日
程
参
加
で
き
る
方
）

●
募
集
人
員

20
名

●
参
加
費

無
料（
昼
食
は
各
自
用
意
）

●
持
参
す
る
物

筆
記
用
具

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り

１
月
21
日（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
事
務
所
長
寿
福
祉
係
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「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度
」

と
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
死
亡
し
た
り
、
保
護
者
が
重
度
の
後

遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
た
め
に

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
義

務
教
育
終
了
ま
で
の
成
長
期
に
経
済
的

な
手
助
け
を
行
う
貸
付
制
度
で
す
。

「
介
護
料
支
給
制
度
」
と
は
、
自
動

車
事
故
が
原
因
で
、
重
度
の
後
遺
障
害

を
持
つ
た
め
、
移
動
、
食
事
、
排
せ
つ

な
ど
日
常
生
活
動
作
に
つ
い
て
常
時
ま

た
は
随
時
の
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ

る
方
に
支
給
す
る
制
度
で
す
。

M
自
動
車
事
故
対
策
機
構

仙
台
主
管
支
所
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③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
ま
た
は
社
員
で
年
間
に
お
お
む
ね
60

日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

登
載
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
や
リ
コ

ー
ル
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

登
載
申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
協
力

員
（
自
治
会
長
な
ど
）
が
12
月
下
旬
に

配
布
し
１
月
上
旬
に
回
収
し
ま
す
。

１
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
農
業
委

員
会
事
務
局
0
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―
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２
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６
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

・
期
間

２
月
23
日
〜
３
月
８
日

・
場
所

市
選
管
事
務
局（
市
庁
舎
１
階
）

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
は
、
有
権

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
で
調
製
さ
れ
ま
す
。

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成

16
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
、「
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
」
に
記
入
押
印
し
て
、
１
月
10
日
ま

で
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
選
挙
権
を
有
す
る
方

市
内
に
住
所

を
有
し
、
年
齢
満
20
歳
（
昭
和
59
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
以
上
の

方
で
次
の
要
件
を
備
え
る
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作

の
業
務
を
営
む
方

②
そ
の
方
の
同
居
の
親
族
（
６
親
等
内

の
血
族
ま
た
は
３
親
等
内
の
姻
族
）
ま

た
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
年
間
に
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

も
し
も
あ
な
た
の
家
庭
が
、
交
通
事

故
に
あ
い
大
け
が
を
し
た
ら
…
。
し
か

も
相
手
の
自
動
車
運
転
手
が
一
方
的
に

悪
い
は
ず
な
の
に
、
何
の
刑
事
処
分
も

受
け
て
い
な
か
っ
た
ら
…
。

検
察
審
査
会
は
、
刑
事
裁
判
手
続
き

に
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を
反
映
さ
せ

て
、
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
、
法
律
施
行
55
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
が
、
被
害
者
か
ら
の
申
し
立
て
な

ど
を
も
と
に
、
検
察
官
が
加
害
者
を
裁

判
に
か
け
な
い
処
分
（「
不
起
訴
処
分
」

と
い
い
ま
す
）
の
善
し
悪
し
に
つ
い
て

審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

審
査
の
申
し
立
て
に
は
、
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。
仙
台
検
察
審
査
会

事
務
局
で
は
、
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

20
歳
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
権
利

と
義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
国
民
年
金

へ
の
加
入
も
大
切
な
義
務
で
す
。

【
国
民
年
金
と
は
】
老
齢
、
障
害
ま
た

は
死
亡
に
よ
っ
て
生
活
の
安
定
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
社
会
全
体

で
支
え
る
制
度
で
す
。

そ
の
た
め
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
手
続
き
は
】
20
歳
に
な
っ
た
時
点
で

加
入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
同
時
に
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
は
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き
、
配
偶
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
て
社
会
保
険
事
務

所
に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
を
怠
る
と
】
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

将
来
の
あ
な
た
の
老
齢
年
金
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
全
く
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
自
分
自

身
の
年
金
受
給
権
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
速
や
か
に
手
続
き
を
！

■
平
成
15
年
分
の
「
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
、
共
済

組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
ま
た

は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
は
、

所
得
税
法
の
規
定
上
、
雑
所
得
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
、課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
な
ど
の
老
齢
年
金
受
給

者
に
は
、
１
月
末
ま
で
に
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
源
泉
徴
収
票
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
に
は
、

平
成
15
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や

社
会
保
険
料
、
源
泉
徴
収
税
額
、
控
除

内
容
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
た
方
は
、
原
則
と
し

て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払

者
に
対
し
て
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提

出
し
て
い
る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与

所
得
が
あ
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
課

税
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
源

泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

「
将
来
ち
ゃ
ん
と
年
金
を
受
け
取
れ

る
の
か
不
安
…
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
大
き
な
誤
解
で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て

運
営
す
る
安
心
・
確
実
な
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が

あ
り
、
年
金
の
実
質
価
値
が
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
基
礎
年
金
給
付

の
１
／
３
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

今
の
若
い
世
代
で
も
、
平
均
寿
命
ま

で
生
き
れ
ば
、
支
払
う
保
険
料
総
額
よ

り
も
多
く
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。
そ

の
上
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
が
万
が

一
の
出
来
事
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
若
い
う
ち
か
ら
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
て
い
か
な
い
と
、将
来
、

受
け
取
れ
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
保
険
料
を
納
め
て
、
大
き
な

安
心
を
手
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所
〉
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市
民
課
国
民
年
金
相
談
係
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■
従
来
の
不
在
者
投
票
よ
り
も

投
票
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

新
た
に
「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
昨
年

12
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
従
来
の

不
在
者
投
票
の
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を

封
筒
に
入
れ
て
、
封
筒
に
署
名
す
る
と

い
っ
た
手
続
き
が
不
要
と
な
り
、
投
票

が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
白
石
市
は
、
市
の
選
挙
（
市

長
選
・
市
議
選
）
で
は
、
選
挙
期
日
前

の
投
票
も
「
電
子
投
票
」
で
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
投
票
期
間
が
公
示
日
や
告
示

日
の
翌
日
か
ら
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

白
石
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
昨
年
11
月
に
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
か
ら
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
た
平
成
15
年
度
自
治

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
を
受
け
、

移
動
用
音
響
設
備
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
設
備
を
活
用
し
た
講
習
会
・
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
、
家
庭
に
お
け
る
火
災

予
防
思
想
の
普
及
と
防
火
思
想
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

各
地
域
で
こ
の
設
備
を
利
用
し
た
い

場
合
は
事
務
局
の
生
活
環
境
課
ま
で
。

M
生
活
環
境
課
交
通
防
災
係
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■
期
日
前
投
票
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

今
ま
で
の
不
在
者
投
票
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
？

Ａ
　
名
簿
登
録
地
で
の
不
在
者
投
票

は
、
原
則
と
し
て
「
期
日
前
投
票
」
に

移
行
し
ま
す
。
な
お
、
名
簿
登
録
地
以

外
や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
の
不

在
者
投
票
は
従
来
ど
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

Ｑ

投
票
開
始
日
が
変
わ
る
と
聞
き
ま

し
た
が
？

Ａ
　
従
来
は
、
公
示
日
や
告
示
日
の
当

日
か
ら
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
し
た

が
、
新
制
度
で
は
、「
公
示
日
ま
た
は

告
示
日
の
翌
日
」
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

M
市
選
挙
管
理
委
員
会
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交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度
・

介
護
料
支
給
制
度
に
つ
い
て

農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
に
つ
い
て

検
察
審
査
会
の
ご
紹
介

市
の
選
挙
は
投
票
日
前
も
電
子
投
票
に

「
期
日
前
投
票
制
度
」が
12
月
か
ら
施
行

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で

移
動
用
音
響
設
備
を
購
入
し
ま
し
た

月　日�

1月29日�
（木）�

開講式�
・講話「健やかな老年期を過ごすにあたって」�
　　　１０：００～１２：００�
・実技「日常生活における介護の実際①」�
　（内容） 居室・移動   １３：００～１５：００�
・講話「自立に向けての介護」�
　　　１０：００～１２：００�
・実技「日常生活における介護の実際②」�
　（内容） 排泄　１３：００～１５：００�
・実技「日常生活における介護の実際③」�
　（内容） 食事　１０：００～１２：００�
・実技「日常生活における介護の実際④」�
　（内容） 衣服・清潔　１３：００～１５：００�
・実技「家庭における看護の実際①」�
　（内容） 床ずれについて　１０：００～１２：００�
・講話「家庭における看護の実際②」�
　（内容） 痴呆とは　１３：００～１５：００�
閉講式�

2月5日�
（木）�

2月12日�
（木）�

2月19日�
（木）�

内容・時間�


